
第８１回病診連携委員会要録 
 

日 時  平成２９年５月２９日（月） 午後７時４５分 

場 所  浪速区医師会  会議室    

出 席 者  浪速区医師会  ８名    

  南医師会  ２名    

  愛染橋病院  ２名    

  育和会記念病院  １名    

  ＮＴＴ西日本病院  １名    

  大阪警察病院  １名    

  大手前病院  ２名    

  大野記念病院  ２名    

  思温病院  １名    

  多根総合病院  １名    

  富永病院  ２名    

  なにわ生野病院  １名    

  朋愛病院  ２名    

  管理工学研究所  １名    

  浪速区医師会事務局  １名    

今回は大阪警察病院、育和会記念病院、大手前病院、朋愛病院から初参加の方があった。また管理工学より、

ブルーカードの情報端末からクラウド上での運用について説明があった。 

議 題        

１．第80回病診連携委員会報告について 

  前回委員会での議事内容の報告と確認を行った。 

 

２．連携病院へのアンケート結果について 

前回アンケートを行っていた内容で持ち越していた、ICTの現状に関して各病院からの

報告と、今後予定等に関して返答をいただいた。 

愛染橋病院：現状は電子カルテとしてよりもオーダリングとして使用中。ブルーカー

ドは紙ベースで使用している。iPadの使用はできていないのが現状。知り得たい情報と

してはCPRをどこまでするのかを確認したい。 

なにわ生野病院：電子カルテは富士通を使用。ブルーカードの利用は紙ベースであり、

クラウドを見る事はない。当直医は現実的には非協力的であるため、多くは望めない。 

富永病院：富士通の電子カルテを使用。富永病院と富永クリニックとは連携が出来て

いるが、他病院との連携はシステム上難しい。ブルーカードはスキャンしているので電

子カルテ上で確認することが可能である。病病連携で必要な情報としてはベッドの空き

状況をリアルタイムでわかる事が望ましい。大阪市救急隊のオリオンは少し古い事があ

る。 

大手前病院：NECの電子カルテを使用中。開業医とはIDリンクというものを使用してデ

ータの共有が出来るようになっている。30くらいの施設が登録されており、実際に運用

されている。今後大阪国際がんセンターとのIHE企画で連携をとっていく予定。 

思温病院：現時点では電子カルテの使用予定はなく、病診連携、病病連携に関してもI

CTでの対応は予定しておらず。西成区医師会との連携も今後の課題。 

育和会記念病院：亀田医療情報（株）の電子カルテを使用中。生野区医師会との連携



で、バイタルリンクというものを使用しているが、現状としては全く使用できていない

とのこと。バイタルの記入がなされていない様子。イクミンカードは紙ベースで1名くら

いの登録とのこと。 

大阪警察病院：IBMの電子カルテを使用中。来年には更新予定とのこと。天王寺区医師

会との間では空床状況の確認が出来るように情報公開を行っている。他病院との連携に

関しては今後課題と。ブルーカードは紙ベースで使用。 

朋愛病院：ブルーカードは今のところ登録なし。東成区医師会とは空床情報をアプリ

でおこなっているものの実際は見られていない事が多い。電話で確認されることが多い。

（明日から入院とか先の入院予定となるためタイムラグが生じるため） 

NTT西日本病院：富士通の電子カルテを使用中。現状としては他病院との連携は行って

おらず、今後の予定も今のところなし。空床情報のUPも現状難しい。ブルーカードに関

してはスキャンして電子カルテ上で閲覧できるようにされているがクラウドの使用はで

きていない。 

多根総合病院：亀田医療情報（株）の電子カルテを使用中。他病院との連携はICTで行

っておらず。医師会との連携に関してはトータルヘルスケアというシステムで行ってい

る。 

大野記念病院：ソフトウエアサービスという電子カルテを使用中。ブルーカードの関

してはスキャンしてPDFで閲覧できるようにされており、クラウドでの使用はなされてい

ない。ICTでの共有は予定されていない。 

 

３．ブルーカードシステムのクラウド利用について 

  管理工学研究所の村林氏より説明があった。 

 

４．本会の在宅医療連携の現状について 

大阪市コーディネーター事業に関して、有田先生から報告。介護と医療の連携をスム

ーズにするためコーディネーター事業を請け負い、医療資源（病床数など）の調査など

を行っている。そのため各病院へ調査に伺っている。 

一方、大阪府のコーディネーター事業としては医師会を主体に広域の地域に広げてい

く予定。 

今後も病診連携、病病連携の強化を行える地盤を作りつつ、在宅医療連携もコーディ

ネータ事業を介して行っていく予定。 

５.その他 

（１）ブルーカードの登録件数 

合計589件、浪速区内の医師より534件、他地区の医師から55件  

使用状況 のべ件数 全例で608件、浪速区572.件、他地区で36件  

３月1日からの2カ月でのカード動向 

 計 73件、新規12件、更新30件、入院６件、死亡1件 

 

 

次回会議予定  平成２９年７月３１日（月）午後７時４５分～ 

 


